


世界の人達に学ぶアメリカで
|エッセイ I ランドアートに挑戦

城端町在住彫刻家・岩城信嘉さん
富
山
に
来
て
丸
十
九
年
、
雪
国
の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
と
し
た
年
は
二
、
三
回
ほ
ど

し
か
な
か
っ
た
。
地
球
の
温
暖
化
は
本
当
に
進
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
年
の
よ
う

な
無
雪
の
富
山
は
、
生
活
は
し
易
い
も
の
の
何
か
失
っ
た
よ
う
な
感
じ
も
な
く
は
な
い
o

f

人
間
の
思
考
は
誠
に
勝
手
な
も
の
で
あ
る
。
雪
が
な
け
れ
ば
な
い
で
物
足
ら
な
い
淋
し
さ

を
感
じ
、
降
り
過
ぎ
る
と
白
い
魔
物
扱
い
を
し
て
し
ま
う
。
仲
々
も
っ
て
平
常
心
で
お
れ

な
い
弱
さ
が
あ
る
。

最
近
国
際
化
が
叫
ば
れ
、
こ
こ
富
山
の
地
に
も
随
分
と
多
く
の
固
か
ら
人
々
が
み
っ

て
き
て
生
活
し
て
い
る
。
十
九
年
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
現
象
で
あ
る
。
私
の
勤
務

し
て
い
る
富
山
医
科
薬
科
大
学
に
も
五
十
名
近
く
の
人
が
諸
国
か
ら
来
て
い
る
。
特
に
私
・

の
研
究
室
で
あ
る
和
漢
薬
研
究
所
資
源
開
発
部
門
で
は
中
国
十
二
名
、
ネ
パ

l
ル
三
ゑ

台
湾
ニ
名
、
エ
ジ
プ
ト
一
名
、
ブ
ラ
ジ
ル
一
名
、
二
月
末
現
在
で
総
勢
十
九
名
。
日
掲
υ八

十
六
名
よ
り
多
数
が
研
究
を
続
け
て
い
る
o

富
山
へ
来
る
ま
ら
世
界
各
国
へ
薬
物
差

に
で
か
け
て
い
た
関
係
上
、
各
国
に
多
く
の
友
人
が
お
り
、
今
迄
で
も
一
、
ニ
名
の
留
学

生
は
引
き
受
け
て
い
た
が
、
五
年
程
前
か
ら
そ
の
数
が
急
激
に
増
え
て
き
た
口
調
査
を
会

せ
て
い
た
だ
い
た
御
礼
の
意
味
で
、
そ
の
国
の
学
生
諸
君
の
教
育
、
研
究
を
引
き
受
け

~F
へ

き
た
の
だ
が
、
そ
ろ
そ
ろ
経
済
的
に
限
界
を
感
じ
て
い
る
。

~

風
俗
、
習
慣
の
異
な
る
人
達
が
、
狭
い
研
究
室
で
ひ
し
め
き
合
っ
て
実
験
し
て
い
る
の
イ

で
、
時
に
は
も
め
事
も
あ
る
ら
し
い
が
、
一
般
的
に
非
常
に
ま
じ
め
で
熱
心
で
あ
る
。

一、
T
-

二
名
の
頃
は
、
下
宿
の
世
話
や
机
、
布
団
な
ど
の
提
供
を
や
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
留
学

生
同
志
が
夫
々
相
互
援
助
で
う
ま
く
生
活
し
て
い
る
。

私
の
研
究
室
に
来
て
い
る
留
学
生
、
研
究
者
は
、
来
日
前
に
ほ
と
ん
ど
私
自
身
そ
の
固

に
で
か
け
て
面
接
を
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。
そ
こ
で
人
柄
を
見
極
め
、
日
本
で
の
生

活
上
の
こ
と
を
話
し
合
う
。
ま
た
来
日
し
て
何
か
事
が
起
こ
っ
た
と
き
に
は
、
日
本
の
習

慣
を
押
し
つ
け
る
の
で
な
く
、
相
手
国
の
習
慣
を
充
分
考
慮
し
て
、
面
子
の
立
つ
よ
う
事

を
解
決
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
彼
ら
に
教
え
る
こ
と
も
多
い
が
、
ま
た
学
ぶ
こ
と
も

多
い
。
仕
事
の
面
で
は
日
本
人
と
全
く
差
別
な
く
ど
ん
ど
ん
雑
用
も
し
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
何
し
ろ
宗
教
が
仏
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
回
教
、
キ
リ
ス
ト
教
と
世
界
の
四
大
宗
教
が

集
っ
て
い
る
か
ら
、
コ
ン
パ
の
時
は
大
変
で
あ
る
。
豚
肉
、
牛
肉
、
魚
と
食
べ
物
の
選
択

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
は
と
も
あ
れ
、
国
際
社
会
の
一
員
に
な
る
た
め
に
は
、
多
く
の
国
々
の
風
俗
、
習
慣

を
よ
く
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
人
よ
が
り
は
禁
物
で
あ
る
。
多
く
の
国
の
留
学
生
、

研
究
者
達
が
「
富
山
へ
来
て
よ
か
っ
た
。
よ
く
学
べ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
帰
国
し
て
か
叶

も
懐
し
く
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
友
情
を
深
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

、

富山医科薬科大学教授難波恒雄

「
ラ
ン
ド
ア

l
ト

に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
『
海
と
陸
』
、
『
光
と
影
』
の
よ
う

に

刻

々
と
変
化
す
る
も
の
、

す
な
わ

ち

絶
対
と

ら
え
る
こ
と
の
で
き
な
い

J
め
い
ま
い
さ
。

を
表
現
で
き
る
と
思
っ

た
か
ら
」
と
語
る

の
は
、
城
端
町
在
住
の
彫

刻
家

・
岩
城
信

嘉
さ
ん
。

ラ
ン
ド
ア

l
ト
と
は
、
大
地
や
海
な
ど

の
自
然
を
舞
台
に
し
た
芸
術
。
「
千
里
浜
で

は
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
今
度
は
、

S
C

O
T
の
鈴
木
忠
志
さ
ん
の
仲
介
に
よ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
ジ

エ
ゴ
海
岸
で
挑
戦

し

ま
す
。
」
岩
城
さ
ん
の
試
み
は
、

砂
浜

に

立

て
た
十
ト

ン
の
石
柱
が
潮
の
満
干
に
よ

っ

て
倒
れ
る
の
を
写
真
な
ど
で
記
録
す
る
も

の。
岩
城
さ
ん
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
コ
ン

ペ
で
コ
ン
ソ
レ

l
シ
ョ
ン
プ
ラ
イ
ズ
を
受

賞
し
た
の
を
始
め
、
彫
刻
で
数
々
の
賞
を

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
富
山

市
城
南
公
園
の

モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
製
作
。

活
躍
の
場
は
ど
ん
ど
ん
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

「
私
の
仕
事
は
、
自
由
と
平
和
と
平
等

を
表
現
す
る
こ
と
。
ラ
ン
ド
ア

l
ト

の

現

場

で

一
緒
に
見
れ
ば
、
作
者
も
観
客
も
対

等
の
立
場
に
立
っ
て
し
ま
う
。
」
と
熱
っ
ぽ

く
語
る
岩
城
さ
ん
。
そ
の
表
情
に
は
自
信

が
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で

も
、
す
ば
ら
し
い
芸
術
を
見
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
、
っ
。



平
成
元
年
度
の
富
山
県
予
算
一
般
会
計
は
、
四
、
四
五
八
億
四
九
三
万
円
。

前
年
度
当
初
に
比
べ
て
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
で
、
県
民
が
夢
と
希
望
を

も
て
る
積
極
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
富
山
県
立
大
学
、
県
立
中
央
病
院
、

総
合
運
動
公
園
の
建
設
に
本
格
的
に
着
手
す
る
ほ
か
、
新
川
文
化
ホ
ー
ル
の
設

置
構
想
、
、
か
ん
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
二
十
一
世
紀
へ
の
基
礎
づ
く
り
と
し
て
、
次
期
県
民
総
合
計
画
、
海

ビ
ジ
ョ
ン
、
水
ビ
ジ
ョ
ン
、
全
県
域
下
水
化
構
想
な
ど
各
種
の

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
一
の
「
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
県
」
、
「
花
と
緑
の
県
」
、
「
化
県
盟
主
大
目
漂
の

現
を
め

3 
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一般会計歳出予算目的別
(単位千円)-

区 分 予算額 度伸率当初% 構成比% 

議 iZ』三 費 1. 072.452 3.8 0.2 

総 務 費 24.017.456 I 53.2 I 5.4 

民 生 費 19.042.646 I 5.2 I 4.3 

衛 生 費 19.388.519 I 10.2 I 4.4 

労 働 費 3.261.351 6.0 I 0.7 

農林水産業費 64.729.689 I 7.6 I 14.5 

商 工 費 19.032.415 I 3.4 I 4.3 

土 木 費 107.873.497 I 10.5 I 24.2 

警 察 費 19.548.480 I 4.1 I 4.4 

教 育 費 105.527.301 6.5 I 23.7 

災害復旧費 3.991 .248 I 17.9 I 0.9 

公 債 費 50.706.098 I 4.5 

諸 支 出 金 7 . 413 . 780 I 62. 1 

予 (蒲 費 200.000 I 0.0 

e。コh 計 445.804.932 I 9.8 

一般会計歳入予算
(単位千円)

区 分 予算額 度対伸率剛当年初% 
構成比

% 

県 税 118 . 499 . 000 3.6 26.6 

地方譲与税 6.921.000 140.4 1.6 

地方支付税 11 O. 174.000 18.6 24.7 

交通安全対策特別到す金 553.000 1.8 0.1 

分担金及び負担金 7.376.185 3.8 1.6 

使用料及び手数料 11. 807.656 4.7 2.6 

国庫支出金 86.908.389 2.7 19.5 

繰 入 金 10.957.439 ム0.3 2.5 

県 債
55.063.078 0.8 12.4 
(42.441 .000) (ム4.7) ( 9.5) 

諸収入 ・その他 37.545.185 1.4 8.4 

歳 入 4E2コh 言十 445. 804. 932 9.8 100.0 

(注) ( )書きは、特定資金公共事業債(いわゆるNTT債)を除いた場合

、-

平一
平成yじ年度富山県予算

区 分

一般会計

特別会計

計(普通会計)

収益会計

企業会計

4E〉コ. 言十

予 算 額

445.804.932 

26.353.639 

472.158.571 

15.791. 525 

32.053.750 

520.003.846 

県税
26.6% 
1.184憶9.900万円

(単位千円)

対前年度

当初伸率(96)

9.8 

11.0 

9.8 

ム 1.7

8.0 

9.3 



明日を拓く人づくり

健
康
づ
く
り

=
二
八
億
一
二
百
万
円

心
の
健
康
づ
く
り

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
身
体
の
健
康
づ
く
リ
と
と
も
に
、

心
の
健
康
づ
く
リ
も
大
切
で
す
。

心
の
健
康
づ
く
り
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
各

保
健
所
て

「心
の
健
康
学
教
室
」
を
聞
き
ま
す
。
ま
た
、

県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
リ
専
門
的
な
知
識
や

技
術
を
修
得
す
る
た
め
に
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座
」

を
開
催
し
、
心
の
健
康
教
育
を
進
め
ま
す
。

県
民
総
ぐ
る
み
で
が
ん
対
策

胃
が
ん
死
亡
率
全
国
三
位
(
昭
和
六
十
二
年
人
口
動

態
統
計
)
の
汚
名
を
返
上
す
る
た
め
、
が
ん
対
策
推
進

本
部
を
設
置
レ
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
が
ん
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
主
眼
と
し
て
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
食

生
活
改
善
推
進
員
や
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
二
千

陶
芸
教
室
の
開
催
な
ど
実
践
活
動
を
重
点
的
に
進
め
ま

す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
基
盤
を
強
化

県
や
市
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
常
勤
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
置
き
、
情
報
の
収

集

・
提
供
、
啓
発
、

相
談
な
ど
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
、

県
、
市
町
、
関
係
機
関
の
情
報
機
器
を
整
備
し
、
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
情
報
誌
や
幼

児
向
け
社
会
福
祉
絵
本
な
ど
の
発
行
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
会
の
開
催

(
十
月
)
に
よ
リ
、
活
動
の
輪
を
拡
げ
ま

す
。

-
地
域
総
合
福
祉
活
動
グ
ル
ー
プ
へ
の
助
成

-
県
立
流
杉
老
人
ホ
ー
ム
の
全
面
改
築
(
平
成
二
年
度
完
成
予
定
)

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
二
施
設
の
新
設

-
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
=
一
ヵ
所
の
新
設

-
身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設
の
建
設
(
高
志
捜
産
ホ
ー
ム
に
併

設
)
助
成

-
盲
学
校
、
高
志
養
護
学
校
、
ふ
る
さ
と
養
護
学
校
の
校
舎
の
増

築
-
富
山
児
童
相
談
所
に
「
子
ど
も
・
家
庭

一
一
O
番
」
の
設
置

-
「
国
際
児
童
年
」
制
定
十
周
年
記
念
事
業

(子
ど
も
ア
ー
ト
フ

工
ス
テ
ィ
パ
ル
、
児
童
国
際
支
流
キ
ャ
ン
プ
な
ど
)

-
延
長
保
育
・
夜
間
保
育
の
充
実

生
涯
学
習
の
推
進

二
年
四
月
学
生
受
け
入
れ

県
立
大
学

富
山
県
立
大
学
は
、

小
杉
町
黒
河
に
現
在
建
設
中
。

工
学
部
(
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
と
電
子
情
報
工
学
科

の
二
学
科
)
と
、
県
立
技
術
短
期
大
学
を
再
編
し
た
短
期

人
を
が
ん
対
策
推
進
員
に
委
嘱
レ
、
が
ん
予
防
の
普
及

啓
発
を
し
ま
す
。
県
立
中
央
病
院
に
は
、
が
ん
研
究
情

報
科
を
新
設
し
、
最
新
鋭
の
が
ん
検
診
機
器
を
導
入
。

衛
生
研
究
所
で
は
、
が
ん
研
究
部
を
設
け
て
疫
学
調
査

を
進
め
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
病
院
に

l

i

l

i

-

-

-

l

i

l

i

-

-

ー
県
立
中
央
病
院

「
日
本

一
の
健
康
県
づ
く
リ
」
の
中
核
と
な
る
県
立

中
央
病
院
の
改
築
は
、
今
年
度
第

一
期
工
事
(
病
棟
部

門
)
に
着
手
し
ま
す
。
病
棟
は
、

地
下

一
階
、
地
上
九

階
建
て
て
、
屋
上
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
作
ら
れ
ま
す
。

県
内
初
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
専
用
病
棟
も
設
け
、
高
度

医
療
の
中
心
と
し
て

「県
民
に
信
頼
さ
れ
る
二
十

一
世

紀
の
病
院
」
を
め
ざ
し
ま
す
。
第
二
期
工
事
(
診
療
棟
)

は
平
成
四
年
度
に
着
手
レ
、
完
成
は
六
年
度
の
予
定
で

す
。東

洋
医
学
の
推
進

和
漢
医
薬
の
基
地
づ
く
リ
の

一
環
と
し
て
、
和
漢
薬

か
ら
は
リ

・
き
ゅ
う
ま
で
、

幅
広
い
東
洋
医
学
の
臨
床

研
究
を
す
る
た
め
、
東
洋
医
学
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
)
設

置
に
向
け
て
の
基
本
構
想
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
東

洋
医
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、
日
中
和
漢
薬
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
東
洋
医
学
展
に
助
成
す
る
な
ど
、
東
洋

医
学
の
推
進
を
図
リ
ま
す
。

二
0
0
0年
国
体
に
向
け
て

平
成
十
二
年
の
二
0
0
0
年
国
体
の
本
県
開
催
に
向

け
て
、
「
二
0
0
0
年
国
体
開
催
準
備
室
」
を
設
け
、
具

体
的
準
備
を
進
め
ま
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
競
技
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
チ
ー
ム
、
選
手
を
選
抜
し
て
の
合
宿
、

遠
征
試
合
、
県
外
優
秀
チ
ー
ム
を
招
待
し
て
の
合
同
練

習
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
に
な
る
総

大
学
部
(
農
業
技
術
学
科
と
環
境
工
学
科
)
と
か
ら
な
リ

ま
す
。
今
年
度
は
、
本
部
棟
、
図
書
館
な
ど
の
建
設
、

図
書
、
設
備
の
整
備
を
進
め
、
教
育
課
程
の
編
成
や
広

報
活
動
も
行
い
ま
す
。
創
造
性
と
文
化
性
豊
か
な
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
め
ざ
し
、
平
成
二
年
四

月
の
学
生
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

-
富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
の
充
実

-
高
等
学
校
の
第
二
体
育
館
の
建
設
、
校
舎
な
ど
の
改
修

・
外
国
人
英
語
指
導
員
の
増
員
(
三
十
四
名
か
ら
四
十
三
名
へ
戸

・
私
立
高
校
や
私
立
幼
稚
園
へ
の
経
常
費
助
成
の
増
額

-
高
岡
法
科
大
学
、
富
山
国
際
大
学
(
仮
称
)
の
建
設
助
成

・
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計

文
E化
穴の
量県
角っ
く
り

信
仰
と
自
然
に
学
ぶ立

山
情
物
館

「聖
な
る
山
」

と
し
て
仰
が
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た

「立
山」
。こ

の
自
然
、
歴
史
、

文
化
を
総
合
的
に
調
査
・

合
運
動
公
園
(
富
山
市
新
保
)
の
造
成
を
本
格
的
に
進

め
、
陸
上
競
技
場
の
基
本
設
計
、
実
施
設
計
に
取
リ
組

み
ま
す
。

-
保
険
料
軽
減
や
高
額
医
療
費
共
同
事
業
へ
の
助
成

-
岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム
の
建
設

-
五
福
公
園
、
有
峰
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
、
県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ

ー
場
な
ど
の
整
備社

会
福
祉
の
充
実

二
七
八
億
九
三
百
万
円

在
宅
介
護
を
応
援

家
庭
て
ね
た
き
リ
の
高
齢
者
を
介
護
を
し
て
い
る
家

族
の
負
担
は
大
変
な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
市
町
村
と

共
同
で
福
祉
金
制
度
を
創
設
し
、
対
象
の
家
庭
に
年
六

万
円
を
支
給
し
ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、

在
宅
高
齢
者
に
入
浴
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
「
デ
イ
・

サ
ー
ビ
ス
」
に
加
え
て
、
痴
呆
性
老
人
な
ど
を
夜
間
預

か
る

「
ナ
イ
ト
・

ケ
ア
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
科

治
療
を
受
け
に
く
い
方
の
た
め
に
、
訪
問
治
療
を
モ
デ

ル
的
に
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

富
山
県
い
き
い
き
畏
寿
財
団

高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
今
後
ま
す
ま
す
早
く
な
リ
、

若
い
世
代
を
含
め
た
社
会
全
体
の
意
識
改
革
や
シ
ス
テ

ム
づ
く
リ
が
急
が
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
関
係
団
体
や

民
間
企
業
の
協
力
を
得
て
、
富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財

団
(
仮
称
)
を
設
立
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康

づ
く
リ
を
進
め
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
情
報
提
供
誌
の
発
行
、

シ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
調
査
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

三
市
町
村
を
モ
デ
ル
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
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研
究
し
、
展
示

・
紹
介
す
る
た
め
、
立
山
町
芦
餅
寺
に

「
立
山
博
物
館
」
を
建
設
し
ま
す
。
現
在
あ
る
「
立
山

風
土
記
の
丘
資
料
館
」
に
加
え
て、
「展
示
館
」
(
資
料
展

示
や
施
設
全
体
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
す
る
)
、
「
造
望
館
」

(
映
像
や
音
響
で
立
山
を
表
現
す
る
)
を
新
設
。
平
成

三
年
の
開
館
を
め
ざ
し
て
秋
に
は
着
工
し
、
展
示
、
映

像
ソ
フ
ト
の
制
作
や
、
資
料
の
収
集
を
し
ま
す
。
三
年

以
降
は
、
か
も
し
か
固
な
ど
野
外
施
設
を
整
備
し
、
だ

れ
も
が
楽
し
め
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
と
な
リ

ま
す
。

-
富
山
国
際
青
年
演
劇
祭
な
ど
芸
術
文
化
活
動
へ
の
助
成

・
新
川
文
化
ホ
ー
ル
(
仮
称
)
建
設
の
た
め
の
調
査

-
利
賀
合
掌
文
化
村
財
団
(
仮
称
)
の
設
立

若
者
と
婦
人
の
力
を

社

会

に

一

三

億

二

百

万

円

女
性
の
力
を
も
っ
と
社
会
に

女
性
人
材
情
報
パ
ン
ク

7 

県
内
在
住
や
県
に
ゆ
か
リ
の
あ
る
女
性
に
関
す
る
情

報
を
収
集
し
、
「富
山
県
女
性
人
材
情
報
パ
ン
ク
(
仮
称
)
」

を
設
置
し
ま
す
。
審
議
会
な
ど
女
性
の
公
職
参
加
を
進

め
、
女
性
の
能
力
を
大
い
に
活
用
じ
よ
う
と
い
う
も
の
。

対
象
は
、
学
識
経
験
者
、
専
門
的
な
資
格

・
技
能
の
所

有
者
、
団
体
・

グ
ル
ー

プ
の
リ
ー
ダ
ー
、
県
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き
る
方
な
ど
。
各
人
の
デ
ー
タ
を

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
登
録
し
、
行
政
機
関
や
民
聞
か
ら

の
人
材
推
薦
依
頼
に
応
じ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
女
性

講
師
や
執
筆
者
探
し
も
容
易
に
な
り
ま
す
。

-
青
年
の
翼
・
婦
人
の
翼
の
ア
メ
リ
カ
等
へ
の
派
遣



魅力ある郷土づくり

快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

二
五
七
億
三
百
万
円

す
こ
や
か
家
庭
教
育
相
談

礼
幼
児
期
の
子
供
を
持
つ
親
の
子
育
て
に
関
す
る
不

安
や
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
、
家
庭
教
育
相
談
を
始
め

ま
す
。
県
内
四
会
場
で
専
門
家
に
よ
る
巡
回
相
談
や
子

育
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
ま
た
、
テ
レ
ビ
番
組
の
放
送

(
毎
週
土
曜
日
午
前
七
時
四
十
五
分
か
ら
の
「
小
さ
な

手
・
大
き
な
目
」
)
や
ビ
デ
オ
を
作
成
し
て
子
育
て
に
つ

い
て
気
軽
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

き
れ
い
で
明
る
い
公
共
ト
イ
レ
に

公
共
ト
イ
レ
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
リ
や
観
光
地

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
と
か
く
汚
い
と
思
わ
れ
が
ち
な
公
共
ト
イ

レ
を
「
き
れ
い
で
明
る
い
」
イ
メ
ー
ジ
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
す
る
た
め
、
自
然
公
園
内
の
ト
イ
レ
を
改
善
し
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
管
理
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、
改
築
な
ど

に
助
成
し
ま
す
。
利
用
者
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、

グ
ッ
ド
ト
イ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
や
講
演
会
を
催
し
、
快
適

な
公
共
ト
イ
レ
づ
く
リ
を
進
め
ま
す
。

県
民
緑
花
カ
レ
ッ
ジ

(
財
)
花
と
緑
の
銀
行
て
は
、
四
月
か
ら
、
緑
花
セ

ン
タ
ー
(
婦
中
町
)
と
工
レ
ガ
ガ
ー
デ
ン
(
砺
波
市
)

て
、
県
民
緑
花
カ
レ
ッ
ジ
を
開
講
し
ま
す
。
初
心
者
を

対
象
と
し
て
緑
花
技
術
指
導
を
す
る

一
般
コ
ー
ス
、
地

域
の
緑
花
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
指
導
者
養
成
コ
ー
ス
、

県
内
を
巡
回
し
て
緑
花
知
識
や
技
術
を
普
及
す
る
特
別

コ
ー
ス
が
あ
リ
ま
す
。

.... 

全
県
城
下
水
道
化
構
想

下
水
道
事
業
は
、
市
街
地
、
農
山
漁
村
を
含
め
、
県

内
全
域
に
わ
た
っ
て
計
画
的
、
効
率
的
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
リ
ま
す
。
そ
こ
で
、
公
共
下
水
道
、
農
村
下

水
道
、
合
併
処
理
浄
化
槽
な
ど
地
域
に
適
し
た
整
備
手

法
や
必
要
整
備
量
を
調
査
し
て
下
水
道
整
備
の
基
本
計

画
を
作
成
し
ま
す
。
今
年
度
は
県
東
部
を
、
来
年
度
は

県
西
部
を
対
象
に
調
査
し
、
下
水
道
整
備
の
長
期
指
針

と
し
ま
す
。

-
小
矢
部
川
流
域
下
水
道
の
建
設
促
進

・
農
村
下
水
道
の
整
備

-
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

・
立
山
の
植
生
復
元

-
ブ
ナ
林
保
全
調
査

・
高
齢
社
会
に
そ
な
え
た
住
宅
の
研
究
開
発

総
合
交
通
体
系
の

整
備
五
O
四
億
四
一
百
万
円

大
き
く
な
り
ま
す
富
山
空
港

七
月
か
ら

一
便
増
え
て

一
日
六
便
と
な
る
富
山
空
港

で
は
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
増
改
築
し
、
搭
乗
待

合
室
、
出
発
ロ
ビ
ー
を
広
げ
ま
す
。
県
で
は
、
こ
れ
に

出
資
す
る
ほ
か
、
進
入
角
指
示
灯
や
旋
回
灯
の
設
置
、

駐
車
場
の
拡
張
な
ど
、
空
の
玄
関
と
し
て
の
役
割
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

-
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進

-
北
陸
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
緑
化

・
東
海
北
陸
自
劃
車
道
、
能
越
自
動
車
道
の
建
設
促
進

・
伏
木
外
港
の
建
設

-
突
通
管
制
シ
ス
テ
ム
の
拡
充

植
物
を
尚
子
び
、
楽
し
む

植
物
公
園

「
日
本

一
の
花
と
緑
の
県
づ
く
リ
」
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
植
物
公
園
の
整
備
に
取
り
か
か
リ
ま
す
。
「
県
内

各
地
の
優
れ
た
植
生
地
や
公
園
施
設
を
活
用
し
て
本
園

と
い
く
つ
か
の
分
園
を
設
け
、
全
体
と
し
て

一
つ
の
公

園
に
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
緑
花
セ
ン
タ
ー
や
林
業
試

験
場
樹
木
園
、
頼
成
の
森
の
整
備
を
進
め
、
分
園
整
備

構
想
も
策
定
し
ま
す
。

-
花
の
名
所
の
環
境
整
備

-
全
県
域
公
園
化
構
想
の
策
定

・
防
災
行
政
無
線
の
再
整
備

-
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
の
実
施
設
計

域
つ
く
り

一
百
万
円

富
山
駅
北
を
新
都
市
拠
点
に

富
山
駅
北
を
、
情
報
・
文
化
の
発
信
基
地
「
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ク
」
に
作
リ
変
え
る
た
め
に
新
都
市
拠
点
整
備

事
業
、
都
市

M
I
R
A
I
計
画
を
進
め
ま
す
。

富
岩
運
河
の
水
環
境
を
活
か
し
た
運
河
公
園
(
力
ナ
ル

パ
ー
ク
)
と
並
木
の
続
く
大
通
リ
を
中
心
に
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を

作
リ
、
水
と
緑
の
豊
か
な
県
の
新
し
い
都
心
に
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
複
合
交
通
セ
ン
タ
ー
(
駅
や
駐
車
場
、
パ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
含
む
複
合
的
な
ビ
ル
)
や
人
工

地

盤

(
立
体
的
な
道
路
、
広
場
)
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

雪
を
活
か
し
た
公
園
づ
く
り

ス
ノ
l
ア
l
ト

今
年
の
冬
か
ら
、
県
庁
前
公
園
の
噴
水
池
に
「
雪
の

美
し
さ
を
活
か
し
た
環
境
造
形
(
ス
ノ

l
ア
ー
ト
)
」
を

設
け
、
同
時
に
ス
ノ
ー
ア
ー
ト
展
を
実
施
し
て
雪
の
自

然
の
造
形
美
を
競
い
ま
す
。
県
庁
前
公
園
を
雪
の
。
実

験
劇
場
。
に
し
、
都
市
の
中
に
「
現
代
の
雪
見
の
庭
」

を
創
リ
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
雪
国
富
山
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
ま
す
。

-
二
十
一
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

-
立
山
山
麓
(
称
名
園
地
、
あ
わ
す
の
平
、
有
峰
な
ど
)
の
一
体

的
整
備

-
県
西
部
で
の
家
族
旅
行
村
の
実
施
設
計

-
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
(
継
続
十
地
区
、
新
規
四
地
区
)
の

実
施

・
雪
に
強
い
道
路
の
整
備

-
除
雪
情
報
シ
ス
テ
ム
の
拡
充

-
二
十
一
世
紀
海
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

・
新
湊
地
区
マ
リ
|
ナ
調
査

-
伏
木
ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
引
調
査
一

・
海
王
丸
の
受
け
入
れ
準
備
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生
活
基
盤
の
充
実

国
際
化
時
代
へ
の

対

応

六

億

一

二

百

万

円

外
国
人
留
学
生
を
支
援

円
高
の
影
響
な
ど
に
よ
リ
、
外
国
人
留
学
生
、
と
り

わ
け
私
費
留
学
生
の
生
活
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
リ
ま

す
。
そ
こ
で
、
留
学
生
全
員
に
国
際
理
解
研
究
費
と
し

て
月
五
千
円
の
図
書
券
を
、
さ
ら
に
私
費
留
学
生
に
は

国
際
交
流
奨
学
金
と
し
て
月

一
万
円
を
支
給
じ
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
も
留
学
生
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
。

県
と
市
町
村
が
国
民
健
康
保
険
料
を
助
成
し
、
留
学
生

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

多
彩
な
交
流
事
業

富
山
県
・
遼
寧
省
友
好
県
省
締
結
五
周
年

中
国
遼
寧
省
と
の
友
好
県
省
締
結
五
周
年
を
記
念
し

て
、
友
好
代
表
団
の
受
入
れ
(
五
月
)
と
派
遣
(
十
月
)

を
行
な
い
、
七
月
に
は
、
高
岡
市
立
博
物
館
で
中
国
遼

寧
省
文
物
展
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
滞
陽
市
で
の
「
富

山
県
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置
、
大
極
挙
指
導
者
の
受

入
れ
、
柔
道
指
導
者
の
派
遣
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

技
術
交
流
も
行
い
、

一
層
の
親
善
を
深
め
ま
す
。

-
富
山
県
国
際
受
流
推
進
大
綱
の
策
定

-
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
州
と
の
友
好
提
携
の
推
進

・
第
四
十
一
白
日
米
学
生
会
議
の
招
致

-
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の

開
催



活力ある産業づくり

技
術
立
県
を
め
ざ

し
て
二
二
億
七
八
百
万
円

バ
イ
オ
に
も
取
り
組
み

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
林
業
試
験
場

九
月
、
立
山
町
に
林
業
試
験
場
が
改
築
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
新
た
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
し
た
試
験
研
究
に
も
取
り
組
む
な
ど
機
能
を
充

実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
樹
木
園
も
整
備
し
、
だ
れ
も
が

憩
え
る
場
に
し
ま
す
。

こ
れ
に
隣
接
し
て
、
林
業
普
及
セ
ン
タ
ー
が
五
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
林
業
に
携
わ
る
方
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
方
々
も
図
書
室
、
視
聴
覚
教
材
を
利
用
し
て
森

林
、
林
業
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

花
木
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

-
科
学
技
術
プ
ラ
ン
の
策
定

-
富
山
県
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

(通
称
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
)
へ
の
出
資

-
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
富
山
研
究
所
の
移
転
改
築

農
林
水
産
業
の
振
興

五
一
六
億
七
四
百
万
円

新
し
い
農
業
へ

集
落
農
場
の
育
成
と
農
地
流
動
化
の
促
進

農
家
ご
と
に
機
械
を
所
有
レ
て
い
て
は
、
米
作
に
経

費
が
か
か
る
ば
か
り
。
そ
こ
で
昨
年
、
集
落
で
大
型
機

械
を
共
同
所
有
す
る
集
落
農
場
育
成
事
業
を
県
内
四
地

区
て
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
、
優
れ
た
成
果
を
収
め
ま
し

た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
六
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
農
地
の
貸
し
借
リ
を
促
進
し
、
中
核
農
家
の

ズ
の
多
様
化
の
中
で
、
地
域
の
中
小
企
業
も
商
品
開
発

な
ど
新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新

規
事
業
に
取
リ
組
む
地
域
中
小
企
業
を
育
成
す
る
た
め

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
企
業
育
成
融
資
を
始
め
ま
す
。
対
象
は
、

既
存
企
業
が
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
行
う
事
業
で
、

融
資
限
度
額
は
、
設
備
資
金
が
三
千
万
円
、
運
転
資
金

が

一
千
万
円
で
す
。

-
富
山
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
充
実

・
富
山
県
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
へ
の
助
成

-
中
小
企
業
園
際
経
営
・
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

・
異
業
種
変
流
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

-
和
漢
薬
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
開
発

・
く
す
り
の
富
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

第

億河ヲ
四 u、
量産
君業
円の
3辰
興

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
底
街
へ

人
が
く
リ
返
し
て
集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
な
商
庖
街
に

す
る
た
め
に
、
「
商
庖
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
補
助
事
業
」

を
行
い
ま
す
。
営
業
時
間
を
延
長
し
て
の
夜
間
イ
ベ
ン

ト
や
、
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
商

庖
街
が
共
同
し
て
継
続
的
に
行
な
う
場
合
に
助
成
し
ま

す
。
今
年
度
は
、
富
山
市
な
ど
て
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
、

商
底
街
で
の
「
楽
し
み
の
時
間

・
空
間
づ
く
リ
」
を
進

め
ま
す
。

-
富
山
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
支
援

・
宇
奈
月
国
際
会
館
の
建
設
支
援

-
富
山
県
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

・
国
際
見
本
市
へ
の
参
加

-
中
国
遼
寧
省
と
の
経
済
支
流
団
の
相
E
派
遣
、
物
産
展
の
開
催

規
模
拡
大
を
進
め
る
た
め
、
集
落
で
の
話
し
合
い
に
よ

り
将
来
の
担
い
手
に
農
地
を
貸
し
た
場
合
、
貸
し
手
に

助
成
金
を
交
付
す
る
「
集
落
ぐ
る
み
農
地
流
動
化
促
進

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
リ
、
低
コ
ス
ト
、
良
質
米
の
生
産
を
進

め
ま
す
。

-
農
業
機
械
の
共
同
購
入
等
に
対
す
る
助
成

-
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し
た
技
術
開
発

-
富
山
食
肉
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
資
・
建
設
助
成

・
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
の
推
進

-
林
産
物
の
特
産
化

・
特
産
王
国
づ
く
り
の
推
進

工
業
の
振
興

=
二
六
億
五
百
万
円

イ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー

ω富
山

十
月

一
日
か
ら
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
て
日
本
初

の
I
C
S
I
D

(国
際
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン

団
体
協
議
会
)
イ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
世
界
各
国
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
四
十
名
が
二
週
間
の
合
宿
を
行
い
、
「
水
と
暮
ら

す
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
デ
ザ
イ
ン
開
発
を
す
る
も
の

で
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
交
流
会
、
成
果
発
表
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
も
行
い
、
本
県
の
デ
ザ
イ
ン
力
の
向
上
、

国
際
的
デ
ザ
イ
ン
ネ
ツ
長
ワ
ー
ク
の
形
成
を
ね
ら
い
ま

す
。ふ

る
さ
と
創
造
企
業
を
育
成

地
蛾
中
小
企
業
開
拓
(
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
企
業
育
成
)

融
資
資
金

急
激
な
技
術
革
新
、
情
報
化
の
進
展
、
消
費
者
二
|

雇
用
の
安
定

U
タ
l
ン
を
推
進

県
内
企
業
の
技
術
者
不
足
に
こ
た
え
る
た
め
、
富
山

県
人
材
確
保
対
策
本
部
を
設
け
、
県
出
身
者
の

U
タ
ー

ン
を
促
進
し
ま
す
。
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
各
事
務

所
に
は
「
U
タ
ー
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。
新
規

学
卒
者
だ
け
で
な
く
、
中
途
転
職
者
も
対
象
に
県
内
企

業
の
求
人
情
報
の
提
供
を
し
ま
す
。
特
に
、
東
京
U
タ

ー
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
相
談
員
を

一
名
置
き
、
就
職

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

-
富
山
職
業
能
力
開
発
カ
レ
ッ
ジ
の
整
備

-
全
国
ふ
る
さ
と
勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

施
策
の
実
施
の
た
め
に

組
織
機
構

・
が
ん
対
策
の
た
め
厚
生
部
、県
立
中
央
病
院
の
組
織
整
備

・
二

O
O
O年
国
体
準
備
室
の
新
設

-
総
合
運
動
公
園
建
設
室
の
新
設

-
職
員
定
数
知
事
部
局
・
嘗
察
職
員
は
す
え
置
き

教
職
員
は
十
三
人
増

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

-
県
内
の
地
域
的つ
く
り
施
策
の
紹
介

・
と
や
ま
大
使
の
設
置

-
関
東
地
区
で
の
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
の
放
映

「
富
山
県
コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
」
イ
ベ
ン
ト
シ
ナ
リ
オ
の

募
集

博
覧
会
の
開
催
調
査

--
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よりよい阪 のために
〈地域医療計画の体系〉

r 2次医療圏(県内4圏域)
医療圏の設定 一一一~

L 3次医療圏(県全域)

人
生
八
十
年
時
代
と
い
わ
れ
る
本
格

的
な
長
寿
社
会
を
迎
え
、
病
気
の
種
類

や
割
合
が
変
化
し
、
医
療
需
要
も
予
防

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
、
ケ
ア
に
至
る
ま
で
多

様
化
・
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
等
し
く
、

良
い
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
適
切
な
地
域
医
療
体
制
を
整
備
す
る

地
域
医
療
計
画
を
策
定
し
ま
し

L
t品

h
ノ

た
め
、

た。

川、

富
山
)
て
は
、
原
則
と
し
て
公
的
病
院
は
増
床

・
新
設

が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
民
間
病
院
も
知
事
の
行
う
勧
告
の
対
象
と
な
リ
ま

す
。

②
現
在
病
床
数
が
必
要
病
床
数
に
満
た
な
い
医
療
圏
(
高
岡
、

砺
波
)
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
計
画
的
に
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

。

具
体
的
な
施
策

回

「
地
域
医
療
・
保
健
体
制
の
聾
備
」

身
近
か
な
医
療
を
中
心
と
す
る
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
、

一
般

的
な
入
院
医
療
や
専
門
的
な
外
来
医
療
を
行
う
二
次
医
療
の
充

実
、
高
度
で
特
殊
な
医
療
の
整
備
や
医
療
機
関
相
互
の
有
機
的

な
連
携
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

r 2次医療闇ごとの一般病床の必要病床数
必要病床数 L 

県全域における精神病床及び結
核病床の必要病床数

医療機関相互の機能分担と有機
的な連携の確保

保健・福祉との有機的な連携の確保

医療関連機関の担うべき役割

プライマリ・ケアの充実

高度・特殊医療の整備

救急医療体制の整備

2次医療の充実

へき地医療の推進

e基
本
目
標

計
画
で
は
、
次
の

5
つ
を
基
本
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

①

県

民

の

身
近
か
に
あ
る
医
療

②
す
こ
や
か
な
長
寿
社
会
を
さ
さ
え
る
医
療

③

保

健

・
福
祉
と
子
を
た
ず
さ
え
た
医
療

④
ク
オ
リ
テ
ィ

・
オ
フ
・

ラ
イ
フ
(
よ
リ
豊
か
な
よ
り
質
の

高
い
人
生
)
を
め
ざ
し
た
医
療

東
洋
医
学
を
活
か
し
た
医
療

⑤ 

e医
療
圏
の
設
定

回

二
次
医
療
圃

一
般
的
な
病
気
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
区
域
と
し
て
二
次

医
療
圏
を
設
定
。
表
ー
の
よ
う
に
県
内
を
新
川
、
富
山
、
高
岡
、

砺
波
の
四
つ
に
分
け
ま
し
た
。
各
区
域
で
身
近
な
医
療
や

一
般

的
な
病
気
に
よ
る
入
院
な
ど
の
医
療
需
要
が
充
足
さ
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

圏
三
次
医
療
圃

三
次
医
療
圏
は
、
高
度
で
特
殊
な
技
術
や
設
備
を
使
う
医
療

に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
、
県
全
域
と
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
医
療
圏
は
、
病
院
、
診
療
所
等
の
自
由
な

診
療
活
動
や
県
民
の
方
々
の
受
療
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
リ

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
ど
こ
の
医
療
機
関
に
で
も
か
か
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

e必
要
病
床
数

医
療
の
地
域
間
格
差
を
解
消
し
、
医
療
機
能
の
均
衡
あ
る
整

備
を
図
る
た
め
に
医
療
闇
ご
と
に
必
要
病
床
数
を
設
定
し
ま
し

た
。
(
表
2
)

一
般
病
床
に
つ
い
て
は
、

①
現
在
病
床
数
が
必
要
病
床
数
を
上
回
っ
て
い
る
医
療
圏
(
新

圃
「
特
定
医
療
分
野
の
整
備
』

救
急
医
療
体
制
の
整
備
、
が
ん
そ
の
他
の
成
人
病
対
策
、
痴

呆
性
老
人
対
策
、
老
人
医
療
体
制
の
整
備
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

の
推
進
、
東
洋
医
学
の
研
究
・
推
進
等
を
す
す
め
ま
す
。

国
『
医
療
・
保
健
従
事
者
の
養
成
・
確
保
と
資
質
向
上
」

医
師
、
歯
科
医
師
及
び
薬
剤
師
等
の
従
事
者
の
確
保

・
充
実

と
生
涯
教
育
の
充
実
等
に
よ
る
資
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

@

計
画
の
推
進

地
域
医
療
計
画
は、

平
成
十
二
年
度
を
目
標
年
次
に
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
を
前
期
、
中
期
、
後
期
の
三
期
に
分
け
計
画
的
に
推

進
し
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
今
年
度
は
二
次
医
療
圏
毎

に
医
療
推
進
対
策
協
議
会
を
設
置
す
る
な
ど
体
制
を
整
備
し
、

計
画
の
円
滑
な
推
進
を
図
リ
ま
す
。

結核・感染症対策

がん・その他の成人病対策

リハビリテーション体制の整備

難病対策の推進

腎不全対策等の推進

二次医療闇

調域 圏域内市町村 圏域の面積 闇域の人口 圏域の中核となる都市

新JIl医療翻
魚津市、黒部市、 928.85附 141.696人 魚津市

宇奈月町、入善町、朝日町 (21.8%) (12.6%) 黒部市

富山窓療翻
富山市、滑川市、大沢野町、大山町、舟橋村、 1. 848.54 488.581 富山市

上市町、立山町、八尾町、婦中町、山田村、細入村 (43.5%) (43.6%) 滑川市

高絢医療劃
高岡市、新湊市、氷見市、 489.50 331 .688 

新氷局 湊間見 市市市
小杉町、大門町、下村、大島町 (11.5%) (29.6%) 

語磁波医療晦
砺波市、小矢部市、城端町、平村、上平村、 985.43 159.204 砺波市

琴 利賀村、庄川町、井波町、井口村、福野町、福岡町、福光町 (23.2%) (14.2%) 小矢部市

4c2コh 計 4.252.32 1.121.169 

周産期医療体制の整備

老人医療体制の整備

歯科医療体制の整備

精神医療の充実

痴呆'1生老人対策

(表 1) 
必要病床数

病床種類 圏 域 名 現在病床数 必要病床数 差引病床数

新 )11 1.875床 1.647床 十 228床

富 山 7.763床 7.151床 + 612床

一般病床 高 岡 3.340床 3.693床 ム 353床

砺 波 1.112床 1.799床 ム 687床

4E』コ 言十 14.090床 14.290床 ム 200床

精神病床 県全域 3.699床 3.631床 + 68床

結核病床 県全域 575床 677床 ム 102床
一一一

(表己)

ターミナルケアの推進

医療情報システムの整備

一一 医療・保健の担い手である医師、
歯科医師、薬剤師、看護職員等
の養成確保及び資質向上

※くわしくは、医務課(内線442)または、もよりの保健所へ

一一 行政機関、医療関係団体等で構
成する推進体制の整備

東洋医学の研究・推進

医薬品及び血液の確保

地域医療・保健体制
の整備

特定医療分野の整備

医療・保健従事者等
の養成確保・資質向
上

計画の推進体制の
整備
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呉
羽
山
の
西
の
麓
。
県
立
図
書
館
の
隣
の
白
い
漏
酒
な
建
物
。
そ
れ
が
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
で
す
。
広
々
と
し
た
ロ
ビ
ー
の
大
き
な
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
は
、
小
杉
町
か
ら
出
土
し

た
七
世
紀
初
め
の
須
恵
器
の
大
瓶
が
展
示
し
て
あ
り
、
入
館
者
の
目
を
ひ
き
ま
す
。

⑨
 

レポーター・柿沢佳代子さん(滑川市)

ロ
ビ
ー
左
手
の
展
示
室
で
は
か
と
や
ま
の
顔
。

と
題
さ
れ
た
企
画
展
が
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
縄
文
時
代
の
土
偶
か
ら
現
代
ま
で
の
人
や

動
物
の
顔
に
関
す
る
考
古
学
資
料
が
展
示
し
て
あ

リ
、
各
々
の
時
代
の
人
々
の
顔
に
よ
せ
る
思
い
や
、

祈
リ
の
心
に
ぶ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
室
は
、
平
日
五
時
ま
で
(
土

曜
日
は
十
二
時
ま
で
)
自
由
に
閲
覧
て
き
ま
す
。

時
に
は
古
代
の
ロ
マ
ン
を
訪
ね
て
み
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

古
代
の
暮
、
ぅ
!
や
文
化
が

脈
守
、
息
プ
〈
収
蔵
室

展
示
室
の
奥
は
、
木
器
収
蔵
室
で
す
。
こ
こ
で

は
た
く
さ
ん
の
木
の
遺
物
が
水
に
つ
け
ら
れ
て
お

リ
、
こ
の
あ
と
、
隣
の
P
E
G
含
浸
処
理
室
に
移

さ
れ
て
空
気
に
触
れ
て
も
腐
敗
し
な
い
よ
う
処
理

す
る
そ
う
で
す
。
整
理
室
で
は
、
常
時
三
十
名
程

の
調
査
員
、
作
業
員
の
方
々
が
、
水
洗
い
、
注
記
、

復
元
、
実
測
、
写
真
撮
影
、
製
図
な
ど
、
気
の
遠

く
な
る
よ
う
な
細
か
な
作
業
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

次
に
案
内
さ
れ
た
の
は
、

二
階
の
収
蔵
室
で
す
。

お
び
た
だ
し
い
数
の
遺
物
や
写
真
、
図
面
な
ど
が
、

一
定
の
温
度
、
湿
度
に
保
た
れ
た
な
か
で
、
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
員
の
方
々
の
こ
れ
ま
で
の

苦
労
の
跡
が
び
っ
し
り
と
つ
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

仕
事
の
偉
大
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
古
代
の
人

々
の
暮
ら
し
ゃ
文
化
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

、
園
間
瞳
曙
』
住
十
A
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γ
え
た
ず
ヲ
え
古
代
F
体
験

こ
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
主
な
仕
事
は
、

地
中
な
ど
に
埋
れ
て
い
る
遺
物
や
、
住
居
跡
な
ど

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
整
理
し

保
存
す
る
こ
と
で
す
。
最
近
で
は
、
ほ
場
整
理
や
、

道
路
の
建
設
の
際
に
遺
跡
や
、
遺
物
が
次
々
と
発
見

さ
れ
、
関
連
の
役
所
や
、
建
設
業
者
と
協
議
を
し

な
が
ら
急
い
で
発
掘
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
リ
、
そ
の
仕
事
は
大
変
な

過
密
ぷ
り
の
よ
う
て
す
。

そ
の
他
、
こ
こ
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て

の
、
研
修
・
相
談

・
展
示

・
普
及
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
毎
年
秋
に
は
、
公
開
講
座
が
聞
か
れ
、

遠
く
関
東
、
近
畿
か
ら
も
、
考
古
学
に
興
味
の
あ

る
人
々
が
集
ま
リ
盛
況
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
。
ふ
る
さ
と
考
古
学
教
室
。

が
行
わ
れ
、
児
童
達
は
、
「
火
お
こ
し
」
や
「
土
器

文
様
復
元
」
な
ど
を
体
験
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

か
埋
蔵
文
化
財
。
。
日
頃
の
生
活
と
は
馴
染
み
の

な
い
言
葉
で
す
が
、
時
間
に
追
わ
れ
心
に
ゆ
と
リ

の
少
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
だ
け
に
、

一
日
ゆ
っ

く
り
と
、
古
代
の
遺
物
に
ふ
れ
て
、
ロ
マ
ン
に
ひ

た
る
の
も
楽
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

県
立
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
て
も

初
め
て
だ
と
聞
い
て
、
あ
ら
た
め
て

一
見
の
価
値

が
あ
る
と
感
動
し
た

一
日
で
し
た
。

ん悌
一

タ議只
¥全/

人



ふるさと
みてある

上

ホす
「
遠
い
と
こ
ろ
わ
ざ
わ
ざ
」
と
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見

る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
囲
炉
裏
端
て
私
た
ち
を
迎

え
て
く
れ
た
羽
馬
誠

一
さ
ん
m
問
。
江
戸
時
代
か
ら
三
百

年
以
上
も
続
く
旧
家
の
当
主
で
あ
る
羽
馬
さ
ん
は
、
過

疎
化
の
歯
止
め
に
宿
泊
施
設
を
と
自
宅
を
ユ
ー
ス
ホ
ス

世
界
で
唯
一
、
合
掌
造
り
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

、11:

富
山
か
ら
車
で
二
時
間
余
。
ま
ず
最
初
に
訪
れ
た
の

が
大
き
な
合
掌
造
り
の
越
中
五
箇
山
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
。

合
掌
造
り
の
家
に
泊
ま
れ
る
だ
け
で
も
貴
重
な
体
験
な

の
に
そ
れ
が
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
安
い
と
な
れ
ば
魅
力

は
大
き
い
。

上平村の概要
人口 1029人(1月1日現在)
面積 9419klll' 

圧川の清流沿いに、 歴史と詩情を漂わせた美しい自 然の村。

菅沼合掌集落や五箇山民俗館な どから昔の生活様式がうかがえ

る。

県境の飛越峡合掌ライ ンは 7つの色で塗られた町のかけ橋

とな っており 、新緑に紅葉にドラ イパーの目 を楽し ませて くれ

る。

む
ぎ
や
祭
や
県
外
の
物
産
展
に
も
出
演
し
て
民
謡
の
里

五
箇
山
の

P
R
に

一
役
買
っ
て
い
る
。

「
初
舞
台
は
む
ぎ
や
祭
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。
も
う
か
な
リ
慣
れ
ま
し
た
が
、
正
座
し

続
け
る
の
は
今
て
も
苦
し
い
て
す
ね
U

中
谷
さ
ん
が

一
番
う
れ
し
か

っ
た
の
は
老
人
ホ
ー
ム

を
慰
門
し
た
時
。
お
ば
あ
さ
ん
の

一
人
が
中
谷
さ
ん
の

三
味
線
に
ひ
ど
く
感
激
し
て
泣
い
た
こ
と
だ
と
い
う
。

洗
練
さ
れ
た
音
色
で
は
な
く
、
素
朴
な
親
し
み
ゃ
す

い
音
色
を
奏
で
て
い
き
た
い
と
い
う
中
谷
さ
ん
。
人
の

心
を
打
つ
音
づ
く
リ
を
め
ざ
し
て
修
業
中
だ
。

テ
ル
に
し
た
の
だ
と
い
う
。

「
今
年
で
二
十
年
、
毎
年
だ
い
た
い
二
千
五
百
人
前
後

の
人
が
こ
こ
を
訪
れ
ま
す
。
最
近
は
都
会
か
ら
バ
イ
ク

で
く
る
若
者
が
多
い
で
す
ね
U

太
い
柱
に
ハ
リ
に
格
子
戸
、
大
き
な
囲
炉
裏
。
羽
馬

さ
ん
は
こ
の
囲
炉
裏
端
で
五
箇
山
の
土
地
や
風
俗
昔
話

を
話
し
て
聞
か
せ
る
。
合
掌
造
り
な
ら
で
は
の
雰
囲
気

と
羽
馬
さ
ん
の
人
柄
が
若
者
た
ち
を
魅
了
し
て
、
夜
に

は
羽
馬
さ
ん
を
囲
ん
で
話
の
輪
が
広
が
る
。

「
い
っ
た
ん
こ
こ
に
来
れ
ば
私
は
ベ
ア
レ
ン
ト
、
み
ん

な
の
親
で
す
。
ゅ
う
こ
と
を
き
か
ん
も
ん
は
遠
慮
な
く

し
か
リ
ま
す
し
、
議
論
も
し
ま
す
。
ユ
ー
ス
を
通
し
て

心
の
教
育
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
U

遠
く
か
ら
来
た
旅
人
に
感
じ
さ
せ
る
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
あ
た
た
か
さ
。
羽
馬
家
は
こ
れ
か
ら
も
旅
人
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

心
温
ま
る

音
寺
つ
く
り
を
め
ざ
し
て

「幼
い
時
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
地
元
の
民
謡
を
ち
ゃ

ん
と
自
分
て
も
で
き
る
よ
う
に
な
リ
た
く
て
、
や
っ
ぱ

リ
五
箇
山
の
人
間
だ
か
ら
」
と
語
る
中
谷
真
人
さ
ん
則
。

卒
業
後
、
都
会
に
就
職
し
た
が

U
タ
ー
ン
。
帰
郷
後
は

上
平
村
農
協
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
勤
め
る
か
た
わ

ら
、
民
謡
保
存
会
で
三
味
線
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。

「
民
謡
が
好
き
だ
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
先
人

た
ち
が
培
か
つ
て
き
た
伝
統
を
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
い
う
思
い
が
強
か

っ
た
で
す
ね
。
中
で
も
三
味
線
の

哀
愁
た
だ
よ
う
音
色
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
始
め
て

五
年
に
な
リ
ま
す
が
ま
だ
ま
だ
満
足
の
ゆ
く
音
が
出
し

き
れ
な
く

っ
て
」
民
謡
保
存
会
に
は
中
学
生
か
ら
六
十

七
、
八
歳
の
方
ま
で
約
三
十
名
の
会

18 

に
四

1
五
回
座
敷
に
出
る

と
い
う
。
ま
た
、
城
端
の

木
工
の
粋
を
集
め
て
、
珍
品
堂

テ
ー
ブ
ル
、
つ
い
た
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
を
し
た
置

さ
物、

飾
リ
物
:
:
:
。
五
箇
山
の
大
量
の
雪
の
た
め
に

曲
が
っ
た
根
曲
が
り
木
を
使

っ
た
加
工
品
の
数
々
。
庖

内
は
文
字
通
り
珍
品
堂
|
|
。

「
も
と
も
と
は

『
ふ
る
さ
と
木
芸
研
究
所
』
と
い
う

名
で
や

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
役
所
の
研

究
機
関
み
た
い
な
ん
で
珍
品
堂
に
変
え
た
ん
で
す
。
名

古
屋
か
ら
来
た
若
者
の
グ
ル
ー
プ
が
つ
け
て
く
れ
た
ん

で
す
よ
U

と
語
っ
て
く
れ
る
ご
主
人
、
小
坂
谷
光
尚
さ

ん
制
。
小
坂
谷
さ
ん
は
木
材
関
係
の
仕
事
を
や

っ
て
い

た
経
験
を
生
か
し
、
底
を
経
営
す
る

一
方
で
、
木
工
製

品
の
製
造
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

『水
戸
黄
門
』
で
五
箇
山
が
日
本

一
の
塩
硝
の
里
と
紹

介
さ
れ
た
と
き
は
通
行
手
形
を
、
ま
た
、
む
ぎ
や
節
の

里
と
い
う
こ
と
で
裏
に
歌
を
書
い
た
む
ぎ
や
人
形
を
つ

く
っ
て
も
み
ま
し
た
。
阪
神
が
優
勝
し
た
と
き
は
虎
の

え
も
ん
掛
け
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
あ
ん
ま
り
売

19 

が
々
'

る

a
LF

ノ
4
e
F
6E

れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
U

魅
力
的
な
村
づ
く
リ
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
と
い
う

小
坂
谷
さ
ん
。

「
今
度
は
陶
芸
を
や
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
で
楽
し
め
る
合
掌
造
リ
の
陶
芸
教
室
で
す
。

」

五
箇
山
に
対
す
る
愛
着
は
人

一
倍
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
旺
盛
な
小
坂
谷
さ
ん
、
新
し
い
夢
の
実
現
に
意
欲
を

燃
や
し
て
い
る
。
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経
済
の
安
定
成
長
期
に
入
っ
て
、
人
々
の
生
活
時
間
・
空
間
は
多
様
化
し
、
生

活
機
式
や
生
活
感
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
換
で
も
フ
ァ
ー
ス
ト
フ

i
ド
腐
や
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
腐
な
ど
様
々
な
業
種
や

業
態
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車
社
会
の
定
着
に
よ
り
、
昔
か
ら
の
衝
の
商

庖
衡
か
ら
郊
外
の
沿
道
へ
と
立
地
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
ρ

一
方
、
生
業
的
経
営
が
ほ
と
ん
ど
で
、
庖
舗
や
商
唐
街
の
改
造
が
進
ま
な
い
た

め
、
多
く
の
消
費
者
が
身
近
な
商
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
に
不
満
を
抱
い
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。

ニ
の
よ
う
な
中
、
二
れ
か
ら
の
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
換
は
単
に
商
品
を
売
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
県
民
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
さ
ま
ざ
ま
な
ニ

l
ズ
の
実

現
を
支
援
す
る
、
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

100 % 50 

消費構造の変化(富山市)

館
E
守

ι4

8
凪
中美

一
オ

、
リ
ジ

堂
ラ
タ

楽
ヤ
ス

音
ギ
卜

、
、
J
l

場
館
ラ

削
劇
崎
明
一
ア

小
博
サ

35.0 65.0 

-・・・・E司E
50.3 

62 I 41.3 I 58.7 
年

食料、住居、光熱・水道、衣服左記以外 教養・娯楽、その他

(基礎的支出) (選択的支出)
出典:家計調査年報(全世帯)
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富山県の商業・サービス業の21世紀を展望し、発展への指針となる「富

山県商業・サービ‘ス業振興ビ‘ジ、ヨン」がまとまりました。

舎
後
の
県
の
取
り
組
み

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
の
努
力
が
基
本
で

す
が
、
県
と
し
て
は
、
事
業
者
の
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

平
成
元
年
度
に
は
と
や
ま
商
人
づ
く
り
を
目
指
し
た
「
若
手
後

継
者
塾
」
を
開
催
し
、
ま
た
、
生
活
を
創
造
す
る
商
庖
街
づ
く
り
を
目

指
す
「
生
活
創
造
マ

l
ト
計
画
策
定
事
業
」
(
県
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ

l
ト
)
、
夜
の
商
庖
衝
を
活
性
化
す
る
「
商
庖
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

事
業
」
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地
域
で
の
事
業
の
可
能
性
を

検
討
し
、
実
行
の
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
す
る
「
広
域
圃
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
振
興
行
動
計
画
策
定
事
業
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

機能

碕集・サービス機
能

コミュニティホール
カルチャーセンター
イベン卜広場

イベン卜コーナー文化伎舞供機能

伝言板、プレイガイド
屋外ステージ、観光案内所
ニューメデfィア、駐車場案内

49.7 50 

アーケード
小公園、モール化
街路樹

-・・・・園開冒団・・・・・

-・・・・・E国.

広域型

百貨庖、地下街
専門レストラン街

地域型

専門庖、買回商庖
レストラン
GMS、共同庖舗総合型

地区型

sc、最寄・買回商庖
飲食庖
共同庖舗、大型庖
ス-J~ーマーケッ ト

小コミュニティホール
児童図書館

近隣型

最寄商庖
ミニスーパー

商庖街類型別機能・施設

買物公園、小川、池
彫刻、モニュメン卜

公共施設案内板誘導サイン、乗り場案内
起点表示(アーチ)
ポスター

掲示板、公衆電話
ポス卜

灰皿、〈ず入れ
フラワーボックス
植込み、ペンチ

子供預り場、催事用広場
ショッピング力一卜

催事用小広場
ロッカー
タクシー乗り場
JTイクパーキング

消雪装置

アーケード
カラー舗装

駐車場、公衆便所
パス乗り場 54.2 

情報提供後能

快適性機能

駐車場、水飲み
自動販売機

事1)便性機能
45.8 60 

歩道橋、歩行者天国
身障者レーン

※より広い商圏の類型には、より狭い商圏の類型の内容をある程度含む。
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交通標識
ガードポール

街路灯、歩道安全性被錠



五
月
か
ら
県
政
パ
ス
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。

森
林
浴
あ
り
、

実
習
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
あ
り
、

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
コ
!
ス
を
そ
ろ
え
ま
し

た
。
じ

っ
く
り
選
ん
で
、
し

っ
か
り
見
て
、

存
分
に
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

意

見
や
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い。

お
ひ
と

り
で
も
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
夏
休
み
に
は
親
子
で
ど
う
ぞ
。

-
応
募
は
、
往
復
は
が
き
で

体〉

-
問
凶
リ
体
中
台

.
代
表
者

氏
名
・住
所
・
T
E
L

.
参
加
人
数

・
コ
l
ス
及
び
運
行
日

第
l
希
望

第
2
希
望

〈団

住

所
名

殿

氏
口

(人
数
)

-
再
u
{

宇
官

・
住

所

・T
E
L

-
コ
l
ス
及
ぴ
遂
行
日

第
1
希
望

第
2
希
望

〈個人・グループ〉

住

所
氏

名

殿

口

-
申
し
込
み
期
間
(
消
印
有
効
)

五

月

運

行

分

四

月

三

日

1
四
月
一
四
日

六
月

H
H

四
月
二
五
日
1
五

月

八

日

七

月

川

町

五
月
ニ
五
日
l
六

月

六

白

親

子

パ

ス

グ

六

月

一

六

日

i
六
月
二
八
日

八

月

グ

六

月

二

三

日

l
七

月

六

日

九
月

H
H

七
月
二
五
日
j

八

月

五

日

一O
、
二
月

H
H

八
月
二
五
日
l
九

月

五

日

・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

砺漉地区 魚津地区 高岡地区 富山地区

3TE 津i魚 魚撞遍 TE 高岡 地高岡
T 富 企

E山画県L市

IL4 市喜車
flu 喜父左民県相厳重

341 l 民部患11 ら 一

29|1 -高同
3| 七富

41 総合
1山
3県

1庁 1庁
a内b 内

※
交
通
安
全
こ
と
ぶ
き
コ

l
ス
は
、

六
十
歳

以
上
の
方
、
親
子
パ
ス
は
、
小
学
校
四
1

六
年
生
の
親
子
が
対
象
で
す
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
入
館
料
等
の
実

費
は
参
加
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

% 

視覚障害者宿祉センター~富山県ボランティア大会(昼食)
(シンポジウム参加教育文化会館)-特別養護老人ホーム太陽
苑(ボランティア体験)-総合体育センター(見学のみ)

富山新港臨海工業用地~富山新港展望台~工芸都市高岡クラ
フトコンペ'B9(高岡文化ホール)-工業妓術センター中央研
究所(昼食)-高岡短大~工レガガーデン

富山市中央卸売市場~野菜花き試験場~エレガガーデン(昼
食)-小矢部市園芸農家(例中山敏夫(鉢物)Ys遠藤一嗣 (J，ラ))‘
~戸出鶏卵流通センター

交通安全博物館・同自転車コース~勝興寺宝物館~二上青少
年の家(昼食)-エレガガーデン~井波彫刻伝統産業会館

高志リハビリ病院 ・授産ホーム~水産試験場~黒部職業能力
開発センター(昼食)(県民妓能教室)-黒部市吉田科学館(プ
ラネタリウム)(%のみ~行田公園(菖蒲))

(衛生研究所~エレガガーデン%のみ とやまトレードフェ
ア(テクノホール))-庄川町水記念公園(昼食)-減錨曳山会
館(民謡踊実習)-善徳寺

(利賀合掌文化村~利賀少年自然の家(昼食)%のみ富山県値
樹祭(昼食)(利賀村))-郷土玩具美術館~農業試験場

積山地区
(富 山市、上新川郡、婦負郡にお住いの方)

運行 日 | 見 学 コ ー ス

総合体育センター(ミ二スポーツセミナー)-山村特産指導所
(昼食)-桂樹舎・和紙文庫~県庁~内山邸

(山道徒歩 1時間30分)
朝日町械山駐車場~あさひ国民休養地(昼食)-鹿島神社~百
河豚美術館

衛生研究所~工レガガーデン~庄川町水記念公園(昼食)-減
浴 I(上記雨天の場合)I端曳山会館(見学のみ)-善徳寺

下水処理場(宇奈月)-水力発電所(音沢)-水生生物調査(黒
部川)(昼食)-杉沢(入善町)-生地の共同洗い場(黒部市)

富山保健所(施設概要・業務説明)-立山山麓家族旅行村(昼
食)(オリエンテーリング、ゴンドラリフト)-健康増進セン
ター(健康・体力チヱツク)

情報教育センター(パソコン実習)-県民福祉公園太閤山ラン
ド(昼食)-特別養護老人ホーム射水万葉苑(ボランティア体
験)-総合体育センター(見学のみ)

弓の清水(高岡市)-中江の霊水(平村)-瓜裂清水(庄川町)-
庄川町水記念公園(昼食)-宮島峡(小矢部市)

情報教育センター(パソコン実習)-薬事研究所~太閤山ラン
ド(昼食)-NHK-県庁~近代美術館

利賀合掌文化村~脇谷トチの木~庄川町水記念公園(昼食)-
井波彫刻伝統産業会館 ・瑞泉寺・うるおいのある町づくり~
串田新遺跡(大門町)-埋蔵文化財センター

情報教育センター(パソコン実習)-工レガガーデン(昼食)-
日本自動車|導物館~小矢部メルヘンの街

ウッドリーム(木工実習)-端龍寺~高岡地域地場産業センタ
ー(昼食)-工業妓術センター~福岡矢部養鯉池

(山道徒歩1時間30分)
福野町安居の森(昼食)-工レガガーデン

%%%%  
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% 

%%%九

九%%
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% 
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林
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児
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弘
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U
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黒
部
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理

あ
い
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キ
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リ
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あ
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高f 陣地区
(筒縄市、新漢市、氷兜市、射水郡、福間町にお住まいの方)

パス コース 運行 臼 見 学 コ ース

緑ナ化セン富ター~総楽堂合体育センター庁(昼~食嘗)察(ミ資ニ料ス展ポ示ー室ツセミA %%%%  一)- 山能 -NHK-県

安川の金発村岡電富邸所山%は((農昼金業食岡用)-邸水の白発然み電憎))~園ウッドタリーム(ね(木工実里習)~)~いこB %%%%  い 物センーいの (県庁

% % ~，会 情報立教山育風セ土ンター(パソコン実習)-立山少年自然の家(昼食)
C 

% 
~ 記の圧~広貧堂

D 
%Y7%%  ー山(昼村ム食特))~%産畜の指導産み所試富~験山場八県尾デ(ミザ曳二山イ重展力ン物展示園舘()県(t民民(謡太会陽館踊苑実))習(特)-別養猪谷護関老人所館ホ
% 

%%%%  公黒害部セ膏ンター~富(昼山食職)業~能不動力堂開発遭センター豚(県美民術妓館能教室)-E 
% 

少年の家 跡 ・百河

%%~% 五箇和紙ガ組ガ合ー~岩瀬家~ささら館(昼食)-光徳寺~マーシ園
F 

%%1J-'i 
~工レ デン

一
森 % 

大ー沢(園野芸町教寺室家)公園(昼食)(山道徒歩 1時間30分)-緑化センタ

林
% 3有0峰分記)-念有館峰~ビ有ジ峰タふーるセさンとタ自ー然公園(昼食)(山道徒歩1時間

(定員30名)

浴 (上記雨天の場合) 文山(特庫村別特~養産猪護指谷老導関人所所ホ~館ー八(昼ム尾食)曳)山~展畜示産館試験(見場学(のミみ二動)-物佳園樹)舎~太・和陽苑紙

般

ふ芸L¥福祉 % 検高(シ診齢ン啓者ポ発総)ジ~合ウ特相ム別談参養セ護加ン老教タ人育ーホ文ー~化ム富会射山館水県万)-ボ葉健ラ苑康ン(ボ繕テラ進ィンセアテ大ィンア会タ体ー(昼験(食)ガ)ン

アクノ 機業大能中八力展開曳発山・遼展カ寧示レッ物ジ(見産(学見展の学(のみ)ノ~ホ技ー術lレ交)流センタ中ー工(昼業食団) % ~地~尾国 省館 みテ)ク ~八尾核

キ与ト特産 % 池習タ館ー多西(昼瓜食選)果(宮場野~山肉公用園牛)-改果良樹摺殖試セ験場ン~タ公ー社~郷営土栽箔文化漁保業セ存伝ン

Sきこ要3全E 
交通安(昼全食樽)物館 ・堂同遺自転跡車コース~越中館瀬戸焼~黒部青少年

%%  の家 ~不動 ・百河豚美術

めぐり水名 杉沢(入善町)-生地のタ共同(昼洗食い場 ・名水谷公園建水(黒(部上市市)町~)黒部% コミュニティーセンー )-穴のの

文 桜風谷土古記漬のE(高-岡雄市山)-神埋社蔵・宿文化坊財(昼セ食ン)-ター立~山近寺代(上美市術町館)~立山

化
% 

裂き 7会%%
総食合)体~黒育セン吉ター科(ミ学ニ館ス(ポプーラツセミナー))~魚津水族館(昼

部市田 ネタリウム

親

ョ2れあとL}〈1 黒舘川
~ 

下部川水処)(理昼場食)(宇~奈杉月沢)(~入水善力町発)-電生所地(音の共沢)同~洗水い生場生(黒物調部査市)(黒

子 庄川 "u'4 下川※水)氷(処昼見理食市場)役~所(浄高前岡水で市場の)(~和み水乗田j車力11発)で~電きア所まシす(小ツ。牧キ)(~弓水の生清生水物)調査 (庄

2護 % 高食ー岡)((健保オ健康リ所エ・体ン(施テ力設ーチ概ェリ要ンッ・クグ業、)務ゴ説ン明ド)ラ~リ立フ山ト山)麓~健家族康旅溜行進村セン(昼タ

魚津地区
(魚湾市、黒部市、 滑JlI市、下新川郡、中新川郡にお住 吉長いの方}

パスコース 運行日 見 学コース

A %九%
情市報民教俗育民セ芸村ンタ~ー県庁(パ~ソ交コ通ン安実全習簿)-物呉館羽ハイツ(昼食)-富山

富山火一力)発電近所代~美総術合館体~育センター(昼食)(ミニスポーツセ
日 %%%  ミナ ~ 県庁-NHK

小(昼矢食部)メルヘンの街ー~ム日本自動車縛物館~工レガガーデン
C %%%  ~ウッドリ (木工実習)-太閤山ランド

内タ山邸(ね~い公の文里書)館~~ハいこいの村富山(民(昼食)-自然縛物園セン
D %%%  ー 尾曳山展示館謡踊実習)

野菜花き試験場~アートム「愛ス~染ペ福苑ー野」ス菊%ま庄刀つ川利り町~ダ水ム記~念棟公方園志(功昼記食念) E ちイi%% ~館「%愛染棟苑方」志%功記刀念利館ダ

二上館力浄開化発瑞センタター~工業技術センター中央研究所~福野職業
F %ち'7% 能会 ~ セ泉寺ン ー(昼食)(県民妓能教室)-井波彫刻伝統産業

ち4
(山道徒歩 1時間30分)

森
(定員30名)

有ン峰タ記ー念館~有峰ふるさと自然公園(昼食)-有雌ビジターセ

林
野菜刀花利きダ試ム験~場棟~ア志ー功記トスペース~庄川町水記念公園(昼食)

浴 (上記雨天の場合) ~ 方 念館「愛染苑」

般皇霊 育高(ボセ齢ラ者ンン総タテー合ィ桐(昼ア談食体セ)験ン(見)-タ学ー高の~志み視リ) 覚障害者福祉センター~総合体% ~特ピ別L養護老人ホーム敬寿苑
ハ リ病院 ・授産ホーム

アクノ
野究ホ菜所ー花ル(昼き)食試)験~場薬~工レガガーデ中国ン~工業妓寧術センター中央研% 事研究所~大 展 ・遼省物産展(テクノ

キ与ト特産 % 
農羽業梨試第験1場選果・食場~昂研経究済所連~精北米陸所電力呉羽試験農場(昼食)-呉

忘きこ3妻全E 
交年通安家全(昼1導食物)館 ・同ガ自転ガ車コース~勝興寺宝物館~二上青少

% の ~工レ ーデン~井波彫刻伝統産業会館

文 魚タ津歴(昼史食民)俗~瑞資料館~浮国家~富山能楽堂~埋蔵文化財セン

化
ちi 一 穏寺~高岡市美術館

親子ききいし1
情自報然教縛育物センター(パソコン実習)-いこいの村富山(昼食)-

九%% 園センター(ねいの里)-交通安全情物館

親子f のふ主い
き 新

査マ峰第ソ(常モ三願)(立寺山川※町)黒()昼~部食浄市)水~役場下所水前(流処で杉理の)場み・常乗(大西車山合で町き口)用~ま水水す~。力発水生電生所物(調有

庄 下(昼水食処)理場水力(高発岡電市所)~(小浄牧水)場(和田川キ)-水生生雪水物)調査(庄)11)
)~I ~ノ5 

-7.l<:1J~mj5Jí (IJ\!I1()-アシツ (弓の清

三Y三三健康
富リ山保健所等(施)設~概健要康・業進務セ説ン明タ)ー~(健太簡康山体ランド(全昼ッ食ク) (ト

9ィ。 ムコース 尊重 ・ カチ ) 
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砺波地区
(砺波市、小矢部市、東砺渡部、福光町にお住 まいの方)

パス コース 運行日
見学コーズJ...._

A Y7%%  
近ー代)美~術富館山~市総民合俗体民育芸セ村~ンタ県ー庁(~昼消食費)生(ミ活ニセユンポターーツセミナ

木材教ま試す育験の記場寿念~ウッドリーム(木工実習)-太閤山ラEのンみド)(昼食)B %%%  - 館し工場(源)-健康僧進センター(見学 ~県庁

情邸自報然教1毒育物センター(パソコン実習)-いこいの村富山(昼食)-
C %九% 圏センター(ねいの里)-埋蔵文化財センター~金岡

D %ち'7% 食麓ん品家(総研族付旅究実所行習~村)常(r西花用き水り」(や昼す食)らゴぎンあドるラ農リ村フ施ト設~整立備山)-ひ立ょ山う山た

イ~〔富裁ン山セ箔新漁ミ港ナ業展ーセ望ン(台高タ~岡ー神文~楽化光橋ホ久ー・寺力ル、()茶ぐ)庭ら~通)二り上%浄の化みインター(昼デ食ザ) E %%以 センター(

黒入タ部善リ蛾町ウ業能ラ)力開発センター(食県民)-妓黒能部教市室吉)-百河豚美(プ術ラ館ネ~ F %%%%  フワーセンター(昼 回科学館
ム

~(あ山さ道ひ徒国歩民1時間30分)
森 % 朝河豚日町美減術館山駐車場 休養地(昼食)-鹿島神社~百

林
黒部職業能力開発セン(昼タ食ー)(見学の日市み吉)-百河豚館美(術ブ館ラ~ネ入善

浴 (上記雨天の場合) 町ウムフ)ラワーセンター ~黒部 回科学 タソ

般言語
% 県タ(ガ社ーン会(検昼福食診祉)啓協(軽発議体)-会操特・別・高養レ齢護ク者老リ総人エ合ホーー相シム談ョ射セ水ンン万)-タ葉ー健苑~康(ボ総溜ラン合進テ体セィ育ンア体セタ厳ーン) 

アクノ
職~薬業事と能や力ま開テ発カレッジ((見学のみ)ー~ル技)術交流センター(昼食)

% クノフェアテクノホ ~八尾中核工業団地~
事研究所

キ与ト特産
山村稲特場産指牧導場所~~北陸鶏電力呉通淘試ン験タ農場(昼食)-新湊魚市場

% ~山 戸出卵流セ ー

錯きこ交全 % 
交の通家安(昼全食憎)物~館不動・堂同遺自転跡車・百コー河豚ス~美越術中館瀬戸焼~黒部青少年

文 不歴動史堂民俗遺跡料・百館河~豚美術館~黒部市吉埋蔵田科文学化館財セ(昼ン食タ)-魚津
ち4 資 立山寺(上市町)- ー

化

親子言きい 論%%
ウ)ッゴドリーム(木工実習)-:iI山山記麓の家族旅行村(r花きり」昼
食 ンドラリフト~立山風土 E 

親 判 % 下((常立水願山処寺町理川)場)((大昼食山町)~)~浄水水場力発(流電杉所)(・有常峰西第合三口)-用水水生~生マ物リ調モ査

子 手|男
高リ岡ム保健所等(施)設~慨健要康僧・業進務セ説明タ)ー~(健太康閤山体ランド(昼食) (トコース ン ・ 力チ工ツク)



新!、、あなだが見刊サ県民カレ‘ソシ

県民参加型イベントシナリオ
コンペティション

富山県民生涯学習カレッジ

講座案内
| 5~8月分 | 

-講座名 巳 ドマ :開催日旦草子 会場 l 

県民会館

304号室

ー

ν

化

ト

文岡吉
岡

zzi|ユ11;;!30

氷見市文化セ

ンタ一

入善町民会館

コスモホール

人
「

m

A
4
h
p
F』
U

200 

700 

14:08 
-15:30 

|各3
19:30 
-21 :00 

6 

5 

土

5月20日
5月27日
6月3日

7月10日
-7月15日

7月24日
-7月28日

地域文化の

向上と心の

豊かさを求

めて

心の時代を

ひらく

より豊かな

人間性を求

めて

春季講座

暁天講座

夏季講座

般

コ

教育文化会館700 民
U

日月21日

日月22日
日月23日
日月24日

明日を拓く

創造性を求

めて

創造性開発

講座
教育文化会館700 4 

人間と世界に対する根源的な知を探究し、
個別の諸科学を越えた視点から新しい価
f直を発見する。

県民力レッジ40 n
H
U
 

l
 

10:00 
-12:00 

日5月-7月哲学と人間

-
-
E
・
I
・
-
'

「
富
山
県
」
を
舞
台
に
、
「
富
山
県
民
」
を

園
冨
開
4
S
E
T
役
者
に
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
シ
ナ
リ
オ
を
募
集
し

圃

E
3
J可
=

ま

す

。
県
内
の
い
ろ
い
ろ
な
素
材
を
生
か
し
な

が
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て

ス

下
さ
い
。

ど
な
た
で
も
、
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

-
受
付
期
間
/
七
月
一
日

i
九
月
八
日
(
消
印
有
効
)

.
賞
/
特
選
一
点
賞
状
と
賞
金
三
百
万
円

入
選
三
点
賞
状
と
賞
金
五
十
万
円

佳
作
五
点
賞
状
と
賞
金
十
万
円

①
提
出
、
問
い
合
わ
せ
先
/
県
庁
企
画
調
整
室
内

「
富
山
県
コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
事
務
局
」

(
包

0
7
6
4
・
引
・

2
1
0

情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
パ
ワ
コ
ふ
敏
置

-Rワー
プ
ロ
コ
i
ス

毎
月
第
一
一
週
の
火
曜
日

1
木
曜
日

*
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ス

毎
月
第
四
週
の
火
曜
日

i
木
曜
日

・
時
間
/
午
前
九
時

i
+
一
一
時
半

-
場
所
/
富
山
県
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー

(
小
杉
町
黒
海
)

擬
詳
し
〈
は
惣

0
7
6
6
・
弱
・
才

1
6
1
へ

高岡文化

ホ-)レ

高齢化が進み、医学の進歩が目覚ましい
中て¥健康保持に対する意識や関心を一
層高める。

複雑多岐にわたる現代の社会で、人間の
営みを円滑に進めるために法律が果たす
役割について理解剖菜める。

40 円
H
Ul

 

10:00 
-12:00 

月5月-7月長寿と医学

人間探究講座

高岡文化

ホーjレ
40 円

H
Ul

 

14:00 
-16:00 

木7月-8月
現代生活と

法律

洋の東西を問わず、時代の変遷に耐えて
受けつがれてきた古典を読み深めるなか
で、先人の知恵に学び人生の真実を探る。

県民力レッジ10:00 
-12:00 

火5月-7月
こころの

古典
40 

5月-7月
地域開発の成果やひずみを見直し、住民
の幸せにつながる町づくりや村おこしへ
の認識を深める。

県民力レッジ

n
u
u
 

-

18:00 
-20:00 

金

地方の時代
と1也i或おこ
し

40 

生涯教育推進の現状と課題、レクリエー
ションの実技、社会教育施設の事業計画
と地域活動の進め方など。

県民力レッジ50 10 
9:00 

5月-11月 |未定|
-16:00 

生涯学習指

導者養成

専

r~ 

コ

富
山
県
「
国
際
児
童
年
」

十
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

10 

座

一
講

ダ

成
一
養

川
J

日
時
/
四
月
二
十
一
日
働
午
後
一
時

1
四
時

場
所
/
教
育
文
化
会
館
大
ホ

l
ル

内
容
/
講
演
・
映
画
上
映
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
世
界
の
子
ど
も
日
本
の
子
ど
も
」

|
子
ど
も
の
遊
び
を
考
え
る
l

講
師
/
大
村
嘩
子

(
l
p
A
世
界
遊
び
場
協

会
日
本
支
部
代
表
)

※
詳
し
く
は
、
県
庁
児
童
家
庭
課
(
内
線

4

2
0
)

へ

ス

私たちを取り囲むとやまの自然の中で、
つい見過ごしているもの、世界的に価値
あるものを広い視野からとらえなおす。

高岡文化

ホ-)レ
40 n

H
U
 

14:00 
-16:00 

土5月-7月
とやまの自

然再発見ボランティア

養成講座 県民性の根底にある宗教的なものに視点
をあて、その根源を歴史的に探究する。県民力レッジ40 10 

14:00 
-16:00 

木5月-7月
とやまの宗

教的風土

講師を囲んで話を聞き、直接討論するこ
とにより、うるおいとゆとりある学習を
する。

未定

合 0764-41 -8635 (代表)

20 

⑨ほかに、高校開放講座、教養講座もあります。
⑨9月以降も、テレビ放送講座などたくさんの講座を用意しています。

詳しくは「講座募集要項」などをごらんください。

問い合わせは富山県民生涯学習カレッジへ

富山市舟橋北町7-1 富山県教育文化会館内

24 

-門疋未7月未定余暇文化講座

高
岡
文
化
ホ

l
ル
音
楽
友
の
会

第
十
二
回
コ
ン
サ
ー
ト

岡
田
博
美

リ
サ
イ
タ
ル

日
時
/
五
月
十
五
日
開
午
後
七
時

会
場
/
高
岡
文
化
ホ

l
ル

入
場
料
/

一
般
三
千
円
、
学
生
二
千
円
、

友
の
会
会
員
は
招
待

歴
史
上
の
人
物
や
出
来
事
を
描
い
た
歴
史

画
は
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
数
多
く
制
作
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
横
山
大
観
、
下

近
代
日
本
一
白
巨
匠
が
描
く
一
歴
史
百
名
作
展

25 

いを村
fこ展観
歴示山
史しら
画、巨

の近匠
ザグ勺吋F 全代た

~ 容日ち
J 蜘時相…鴻了一冊一帯叩刊明品 を本の

.会期/四月十四日~五月七日 紹画珠
〈壇玉

.会場/富山県民会館美術館 じにの
・入場料/一般九百円、高 ・大生六百円、まー名

小・中生四百円 す;竺竺
※詳しくは、県民会館 言♀
(宮0764・32・3111)へ 築点



募
集ね

い
の
里
行
事

(
赤
祖
父
、
w
春
Fhe、
ず
れ

3
)

-
日
時
/
四
月
十
六
日
制
午
前
九
時
j
午
後

二
時
(
小
雨
決
行
)

・
場
所
/
井
口
村
赤
祖
父

(
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
カ
タ
ク
リ
の
花
の
群
生

地
、
ブ
ナ
原
生
林
を
歩
き
、
野
鳥
を
観
察
)

・
集
合
/
午
J

前
九
時
ま
で
に
い
こ
い
の
村
駐

車
場
へ

.
・申
し
込
み
締
切
/
四
月
十
四
日

(
愛
鳥
週
間
探
鳥
会
)

-
日
時
/
五
月
十
四
日
間
午
前
八
時

i
十

一

時

・
場
所
/
ね
い
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド

-
集
合
場
所
/
自
然
博
物
園
セ
ン
タ
ー
前

・
申
し
込
み
締
切
/
五
月
十
三
日

一
回
対
象
/
小
学
生
以
上
、
家
族
づ
れ
歓
迎
一

一
・
費
用
/
資
料
代
と
し
て
百
円

一
※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
自
然
博
一

物
園
ね
い
の
里
(
8
0
7
6
4
・
印
・

一

へ

一

5
2
5
2
)
 

お
出
か
け
は

ひ
と
声
か
け
て

カ
ギ
か
け
て

外
出
の
多
く
な
る
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
留

守
を
ね
ら
っ
た
空
き
巣
や
自
動
車
盗
難
な
ど

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

'v出
か
け
る
と
き
は
、

し
っ
か
り
と
戸
締
ま

り
し
、
隣
近
所
に
留
守
を
お
願
い
し
ま
し

ょ‘っ。

V
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
わ
ず
か
の
時
間
で

も
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
を
ロ
ツ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
都
市
公
園
川
選

あ
な
た
の
生
活
に
密
着
し
、
誇
り
と
し
て

い
る
都
市
公
園
を
推
せ
ん
し
て
く
だ
さ
い

0

・
対
象
/
圏
内
の
都
市
公
園

-
応
募
方
法
/
官
製
ハ
ガ
キ
に
公
園
名
、
所

在
地
を
害
い
て

・
応
募
先
/
一

T
m
東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
2
1
4
|
同
日
本
公
園
緑
地
協
会
内

「
日
本
の
都
市
公
園
川
選
」
事
務
局

-
締
め
切
り
/
四
月
末

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
百
名
に
「
国

際
花
と
緑
の
博
覧
会
」
の
入
場
券
を
贈
呈

※
詳
し
く
は
、
県
庁
都
市
計
画
課

(
内
線

6
5
8
)

へ

県
政
物
価
パ
ス
教
室

食
料
品
や
日
用
品
が
ど
の
よ
う
に
生
産
さ

れ
、
流
通
し
て
い
る
か
を
あ
な
た
の
目
で
見

て
く
だ
さ
い
。

-
運
行
期
間
/
六
月
l
十
月
(
主
に
水
曜
日
)

・
見
学
施
設
/
卸
売
市
場
、
園
芸
組
合
、
食

品
加
工
・
製
造
工
場
、
日
用

品
製
造
工
場
な
ど

※
詳
し
く
は
、
県
斤
県
民
生
活
課

(
内
線
7
5
6
)

へ

¥ 

第55回国民体育大会準備委員会第 1回常任委

員会

1 県営ため池等整備事業野方地区完工式

商業サービス業振興ビジョン策定委員会

第44回国民体育大会冬季大会スキー競技会結

団壮行式

消費者スクール閉講式

'89ゴンドラ雪の祭典
盆山叫叩JL，..叫晶_/L吟
と止と立三雪の誠一".，.

2 ij 14E1 

2月15日

2月17日

2月19日

教育委員会制度発足40周年記念式

シグマサブセンター構想策定委員会

富山県水産試験場研究発表会

富山県コロンブス計画シンポジウム

2月初日

2月21日

2月23E1
2湾25E1

、、、

日 曜 場 所 時 間

富山駅前 10 : 00 -1 6 : 00 
月

高岡駅前 10 : 00 -15 : 30 

③ 水 砺波市チューリッフ。フェア会場 10 : 00 -1 5 : 30 

⑤ 金 大山町大川寺遊園地前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

6 土 高岡駅前 10:00-15:30 

7 日 小杉町r/¥'スコ」ショッヒ。ンクeセンター前 1 0 : 00 -15 : 30 

8 月 朝日町職工会館前 10 : 00 -1 5 : 30 

13 土 富山西武前 10 : 00 -16 : 00 

14 日 富山西武前 10:00-16:00 

15 月 婦中町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

16 火 滑川市役所前 1 0 : 00 -15: 30 

19 金 小矢部市役所前 10:00-15:30 

20 
砺波市ジャスコ砺波庖前 10:00-15:30 

土
魚津市サンプラザ前 1 0 : 00 -15 : 30 

21 日 富山市中央通り(さんぽーろ) 10 : 00 -16 : 00 

22 月
平村下梨丸山荘前 9:30-12:00 

平村診療所前 13:00-16:00 

高岡駅前 10 : 00 -1 5 : 30 
27 土

富山駅前 10:00-16:00 

28 日 高岡駅前 10:00-15:30 

富
山
県
民
会
館
学
園
教
室

恩

1
E料

理
、
華
道
、
茶
道
、
謡
曲
仕

、
3
r
ι
舞
、
大
正
琴
、
ペ
ン
習
字
、
初

級
英
会
話
、
洋
画
、
日
本
画
、
デ
ッ
サ
ン
、

水
彩
画
教
室
。

短
期
講
座
パ
ソ
コ
ン
(
4
1
5
月
)
、

マ
ル
チ
プ
ラ
ン
(
9
月
)

菓
子
(
5
・
ロ
月
)
、

懐
石
料
理

(
6
・
什
月
)

民
謡
踊
実
習
(
7
月
)
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
|
(
川

月
)
、
薬
膳
料
理
(
9
月
)
、
フ
ラ
ン
ス
料
理

(
叩
月
)

※
詳
し
く
は
、
県
民
会
館
5
階
学
園
事
務
室

(
8
0
7
6
4
・
辺
・
3
1
1
5
)
ヘ

ベ
愛
称
募
集
ぷ

ノ
立
山
自
然
保
穫
セ
ン
タ
ー
、

一
日
講
座

立
山
室
堂
平
で
立
山
の
魅
力
を
紹
介
し
て

い
る
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
が
、
七
月
に

展
示
内
容
を
一
新
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
然

保
護
の
拠
点
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
印
象
づ

け
、
皆
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
よ
う
な
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

-
応
募
点
数
/
一
人
三
点
以
内

-
応
募
方
法
/
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に
一
点

(
制
作
意
図
も
書
い
て
く
だ
さ
い
)

-
応
募
期
間
/
四
月
五
日
j

二
十
日
(
消
印
、

平成元年5月街頭献血

@ 

昭和63年度富山県農業振興賞表彰式

2月定例県議会(-3月23日)

2月27日
2月28日

立
山
弥
陀
ヶ
原
に
あ
る
立
山
荘
が
、

四
月
二
十
五
日
に
開
荘
し
ま
す
。
立
山

の
大
自
然
の
中
で
、
研
修
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

春
ス
キ
ー
の
基
地
と
し
て
も
最
適
で
す

0

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建

-
百
五
十
人
宿
泊
可
能

V
予
約
は
宮
0
7
6
4
・
m
M

・
3
5
3

5
へ

育
研
修
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に

ど
う
ぞ
・
・
・
・
・
・

開
銀
富
山
県
立
山
荘

26 

〆
有
効
)

V
応
募
・
問
い
合
わ
せ
は
、

課
(
内
線
7
9
0
)
へ

県
庁
自
然
保
護

27 

県営ほ場整備事業相木地区竣工式

一級技能士全国技能競技大会富山県選手団壮

付会

花と緑の講演会

2月28日

3月1日

3月9日

3月10日



4
月
号
も
く
じ

岩
城
信
嘉

U 
P 

T
O
Y
A
M
A
 

桜
匂
う

松
浦
義
一

p
m
T
R
I
P
県
政

一埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

p
m一
ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記

上

平

村

P
初
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

p
n一お
し
ら
せ

東
政
パ
ス
教
室

県
民
カ
レ

ッ
ジ
な
ど

手仕事c)館・八尾和紙文庫

移築刊げJU風景M

みなさんの相談窓口
・日制剛闘巨・&程 調副刷局
消費生活センター 富山県受通事政相談所県庁2階

富山市安住町7-18 ft(0764) 31-41竹内759

安住町第一生命ピル内 ・・.~;院泊・阿f~逼・・
〈一般相談は〉 家庭問題 二悪買酉玄7買

い剤など、どんな相談
宮 (0764)32-9233 にも応じます。

(金融相談は) ft(0764)4吾己Jγ75シ

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

-・・・・・.g;~・同・~~-・R・・・・・・・・

-・・圃・・・--・圃・・・--

-四IJ"~宮司副・Ì~.
高齢者や家族の心配三E、
悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター
富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内
宮 (0764)41-41 10 

富山市新総曲輪卜7(県庁内)

ft(0764)3卜4111附
31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎内)

宮 (0766)2卜9411附)

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24 -5311附

砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151附

室

高岡地方県民相談室

p p p p 表
1~ 12 2 1 2 
P 地 平 ひ難 工
I 域成と波 ツ
N 医元 ア 恒 セ

療 年ズ 雄イ
計度 と 「

画予 や 世
算ま 界

の
人
達
lこ
学
13、

ー炎相民県

足
早
い
春
の
日
差
し
が
、
漆
喰
壁
の
臼
さ
を
際

立
た
せ
て
い
る
。
ど
こ
と
な
く
小
振
り
な
感
じ
が
す

る
の
は
、
八
尾

・
大
長
谷
小
学
校
の
砂
分
校
。
を
移

築
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

「
私
は
ね
、
コ
ン
ク
リ
の
家
に
は
住
め
ん
人
間
な

ん
で
す
わ
。
木
は
い
い
も
ん
で
す
ち
ゃ
」

こ
の

「
八
尾
和
紙
文
庫
」
を
建
築
し
た
吉
田
桂
介

氏
(
桂
樹
舎
)
が
紙
す
き
の
仕
事
を
始
め
た
頃
の
八

尾
は
、
生
糸
、
カ
イ
コ
種
、
和
紙
が

一
大
産
業
の
職

人
の
町
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
春
の
日
差
し
が
感
じ
ら

れ
る
頃
、
家
々
か
ら
天
日
干
し
さ
れ
て
い
る
色
と
り

ど
り
の
和
紙
が
、
山
あ
い
の
里
を
か
色
彩
浄
土
。
と

化
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
美
し
か
っ
た
で
す
よ
。
紙
干
し
風
景
は
言
葉
で

は
言
え
ん
美
し
さ
だ
ね
。
そ
れ
に
あ
の
頃
の
町
は
建

物
も
よ
か

っ
た
な
あ
」

た
め
息
ま
じ
り
の
吉
田
氏
の
話
は
尽
き
る
こ
と
が

な
い
。
確
か
に
現
在
の
よ
う
な
か
混
乱
。
し
た
街
な

み
で
は
な
く
、
秩
序
と
で
も
言
う
よ
う
な
美
し
さ
を

漂
わ
せ
る
風
景
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な

風
景
に
春
の
日
差
し
が
差
し
込
む
と
、
赤
、
白
、
黄
、

紺
と
様
々
な
色
の
和
紙
が
家
々
に
干
さ
れ
る
の
だ
。

い
っ
た
い
、
何
と
引
き
替
え
に
砂
風
景
u

を
失

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

吉
田
氏
が
和
紙
文
庫
以
外
に
も
仕
事
場
や
自
宅
を

移
築
建
築
で
造
り
続
け
て
き
た
理
由
は
、
八
尾
の
原

風
景
(
色
彩
浄
土
)
と
無
縁
で
は
な
い
。
伝
統
的
民

家
建
築
が
朽
ち
て
い
く
さ
ま
に
誰

一
人
と
し
て
憂
い

を
感
じ
な
か

っ
た
高
度
経
済
成
長
の
頃
、
彼
は
建
築

と
い
う
形
を
通
し
て
失
わ
れ
て
い
く
も
の
を
直
感
し

て
い
た
。

「も

っ
た
い
な
い
で
し
ょ
う
。
立
派
な
が
や
ち
あ
。

み
ん
な
捨
て
て
き
た
が
ゃ
ね
え。

よ
く
見
れ
ば
、
美

し
い
が
や
け
ど
ね
え
」

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

見てください・聞いてください、県からのホットニュース

吉
田
氏
が
こ
の
よ
う
な
か
美
。

を
発
見
で
き
た
の
は
、
柳
宗
悦

ら
の
民
芸
運
動
に
参
加
し
、
親

し
く
美
の
求
道
者
ら
と
交
友
が

あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
民
芸

と
い
う
土
地
(
風
土
)
に
根
ざ

し
た
美
の
世
界
と
の
趨
近
、
」
そ
、

彼
を
原
風
景
か
ら
離
さ
な
か

っ

た
原
点
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
、
彼
の
そ
ん
な
夢
を
受
け

継
い
で
い
る
人
々
が
い
る
。
「手

仕
事
の
会
」
と
い
う
職
人
の
集

い
で
あ
る
。
大
工
、
左
官
、
建

具
、
経
師
、
指
物
な
ど
、
十
数

名
の
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
域

で
美
を
語
る
。
美
を
競
う
。
美

を
愛
で
る
。
そ
し
て
、
み
ん
な

が
集
ま
れ
ば
建
築
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

八
尾
の
町
に
は
点
々
と
し
て

美
が
復
活
し
始
め
て
い
る
。
ま

だ
ま
だ
か
点
。
で
は
あ
る
が
、
い

ず
れ
面
的
な
広
が
り
が
見
ら
れ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
建
築
(
点
)

と
は
、
こ
う
し
て
造
ら
れ
て
い

く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
集
合
体

が
街
な
み
と
言
わ
れ
る
風
景
な

の
だ
。「

八
尾
和
紙
文
庫
」
も
そ
の

か
点
。
の

一
つ
で
あ
る
。
吉
田
氏

が
観
た
と
い
う
浄
土
を
、
も
う

一
度
見
た
い
と
い
う
風
景
を
、

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

新開~WSIA!R
・北日本、富山、読売、北陸中日

毎月第2土曜日

「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日

「みんなの県政」
・朝日、毎日
毎月第2、最終土曜日

「県からのお知らせ」

ラジオ広報RAD'O・FMとやま
「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日 AM9:30~9:35 

テレビ広rv
・北日本放送毎週日曜日 AM8:00-8:30
こんにちは「富山県です」
4/23 生活に様々な影響力，~/ -消費税導入~

4/30 ゴールデンウィークー缶地の様々なイベント~

5/7 あなたの身近なうるおい環境

5/14 あなたの県民カレッジ利用していますか
5/21 花の名所をたずねて

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00~9:30 
rll 0万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

写
真

一
風
間
耕
司

文
一
岡
田
順
一

会
彫
刻
家
の
岩
城
さ
ん
は
、

固
い
信
念

の
持
ち
主
。
ど
ん
な
話
に
も
芯
が

一
本

通
っ
て
い
ま
す
。
芸
術
・
政
治
・

産
業
・

遊
び
:
:
:
二
時
間
い

ろ
い
ろ
な
話
を
聞

か
せ

て
も
ら

い
ま
し
た。

た
く
さ
ん
の

話
を
聞
け
る
の
は
い

い
こ
と
で
す
が
、

逆
に
考
え
れ
ば
、
本
題
に
し
ぼ
れ
な
か

っ
た
と

い
え
ま
す
。
未
熟
な
私
は
ま
だ

ま
だ
勉
強
す
る
こ
と
が
多
い

グ
(M
)

女
絶
好
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
上
平
村
の

取
材
。
今
年
は
暖
冬
て
雪
も
ほ
と
ん
ど

な
く
春
の
訪
れ
も
い
つ
も
よ
リ
早
そ
う
。

山
の
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残
っ

て
い
る
雪、

キ
ラ
キ
ラ
光
る
庄
川
の
水
面
、
道
沿

い

に
ち
ょ
っ
と
顔
出
す
フ
キ
ノ
ト
ウ
l

l

山
里
の
春、

一
足
先
に
見
つ

け
た

一
日

で
し
た
。

(H
)

女
表
紙
は
、
高
岡
女
子
高
校
の
皆
さ
ん

で
す
。

「疲
れ
た

i
」
「
ま
だ

1
7
」と
言

い
な
が
ら
も
、
何
度
も
走
っ
て
く
れ
ま



「給画の巨大化」という第 2 次世界大戦後の美術の動向を反映して、多く

の作家は、より大きな版画をと願っていました。それに応えたのがローマ

の 2RC版画工房です。この工房の大型プレス機や技術のおかげで、一辺

が 1 メートルをゅうに超す巨大な版画を 、 芸 術 家 は 制 作 す る こ と が で き ま

した。本展では、この工房で制作された現代作家の大型銅版画を展覧し、

〈現代美術の中の版画〉の新しい展開を紹介します。

ぢ、急

平成元年4月号

会期/1989年4月8日-.，5月21日

富山県立近代美術館平成元年度企画展

〔前田常作展)5月27日-7月16日

〔第 4回現代芸術祭一映像の今日)7月22日-8月27日

('89公募:日本海美術展)9月9日-10月22日

〔高山辰雄展)10月28日-12月17日

〔わたしたちの壁画'90)12月24日-1月28日

(' 90富山の美術)2月3日-3月4日

企画発行富山県企画県民部広報課富山市新総曲輪!の7宮 31-3131(県民電話)印刷鮒チユ一工ツ
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